
十四司一昔 泊_.=Æ 慣"，，-~， 一一一一→~~~~"..司-ー←=~胃=プマ戸F市宝ヱこ~竺~宝冠布ごで竹対?落弔芳市計持甘わ吃Fて抑~ザ予弔問7τf千戸す乃棺マ開予ぞ府軍?守物Z至訴す3タ法ぞ可雫苦切でに一空玄室空至宝さ

河辺村人口動l熊 l

(S，52:12月1日現)

世帯数、 1、. 61S 

人目"2，308 

男，子.，，1，157.. 

女子 1，正，51

(S.50.10園調〉

世帯数 666 . 

人 1口 .2，368

(S.45.10園調)、

718 

2，，810 

重
荷
毒
事
、

優
劣
つ
け
が
た
く

首
を
ひ
ね
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の

と
お

D
で
ナ
。

O
連
合
会
長
賞

六
年
谷
本
千
景

h

四
年
山
崎
潤
一

O
法
務
局
長
賞
|

六

年

西

辛

子

H

加
茂
美
津
穂

O
協
議
会
長
賞
↓

五
年
山
下
幼
美

六
年
新
田
由
美

O
村

長

賞

l

六
年
石
井
美
香

四
年
石
井
緩
佳

三
年
一
久
保
雅
樹

上
二
年
渡
辺
真
由
美

L
立
年
梅
木
純
哉

上
ハ
年
山
本
章
仁

1
H

崎
野
恵
美
子

-

H

本
山
健
勝

-

H

渡
辺
敏
恵

窓差異襲警裏書存主霊屋号勢私雪害吉開=，tg;脅お在議FRB警主治
からにへしえ形れの民わ職希がま恩とてふたく、'/13友なの允毎ふ健ま夏

辻与をき5253量23認可日??を事長量全長引き
三民リ戦ち社のろ署て時つ工た 心母おEr!での出杉、幼との過いど

22t駐車21ii許 諾重量 品i転転jj、詰?詩腎起起託「届語誌記量:
損軒52軒f主碍E主訂iE詰量詰語2挙員 2討?喜献号 宮持5言耕員号勢鮎喜門存害害軒;右2三持盈郡2 
Z註寧Z詰2皇民A普乾宣 I . . .._ ..__ ~ ， ! 整時量警牌量語許警雪腎g 
訳白8語替語喜震 l ふるさとへ iき号L2需R翼之

!担日i五出出i苦出?許;i時;持;引l一』晶一 !は;ミ当官官i詰揺i控語出i語詰詰i言訂卦;註諸望iL
J一皇れくすせ一ま冶石つ l 八幡浜市 !済 の査十量鋲戻Ea+若

ijoi;S11 i 大久保定:光 !? ??iiii:主
主翼河芸雲きだ窓き育量三害警注守主河議警警をぞ宅雪量警警在住青

写皇陛言言語223f房長U52igFE害時折見EZ
雪事雪乏巳主主書量手芸支苦警長 j警oEZ雲4左手喝襲車窓襲撃
多 ωせそでにな折円。老、l しそき 10長 かれを国道七会とけ."，富宗

i!?信長iiifi;話i??TE;118iiii 
b 民。らに出 0 し回 れ人操 w つ生ギ みのと気に、l千七 10蓄 26h

こふす喜たて、 るが十をl健てを、 じ体笑ιに行毎名圭戸市ほセ莞

来
年
一
月
一
一
百
の
成
人
式
該
当
者
は
、

S
三
十
三
年
一
月
一
日
1
一
一
一
十
三
年
十
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。
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在
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帳
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』
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、
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さ
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以
上
二
十
九
名
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日
の
平

宮

谷

百
合
谷

稲

谷
名
場
連

宮
岡
昭
広
:
ー

智
葉
園
江
・
大
野
信
一

富
永
政
男
氏
が
…

銀
・
銅
メ
ダ
ル
を
確
得

l
全
国
身
体
障
魯
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
l

季
五
千
五
了
土
ハ
日
白
百
問
、

青
森
県
総
合
運
動
場
に
お
い
て
「
広
げ

よ
う
愛
の
輪
@
夢
の
輪
・
力
の
輪
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
十
三
回
全
国
身
体

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
o
本
村
か
ら
も
県
大
会
に
お
い
て
上
位

入
賞
さ
れ
た
、
冨
永
政
男
氏
(
郵
便
局

勤
務
)
が
愛
媛
県
選
手
団
十
二
名
と
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に
大
会
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冨
永
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し
て
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立
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し
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績
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め
ら
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ま
し
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u
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。
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菓

子
を
並
べ
、
夜
の
山
路
に
備
え
て
提
灯

な
と
や
売
っ
て
い
た
。
こ
の
峠
の
茶
屋

か
y

り
は
私
た
ち
の
村
が
山
ひ
だ
に
見
況

へ
か
〈
れ
、
遠
〈
犬
野
ケ
原
が
望
あ
た
し
、

反
対
側
の
眼
下
に
は
、
よ
小
学
校
の
建
物

争
中
む
に
睡
の
村
が
町
が
か
J

っ
た
形
で
、

箱
庭
の
よ
う
に
見
知
v
っ
せ
苅
途
か
神
南

山
麓
に
広
が
る
町
や
団
圃
ぞ
問
、
流

れ
る
小
田
川
が
、
初
夏
を
迎
え
よ
ゆ
っ
と
す

る
一
面
緑
の
中
に
一
ナ
じ
白
く
キ
ラ
キ

ラ
光
っ
て
美
し
か
っ
た
σ
ー

E
君
と
私
は
小
学
校
の
高
等
科
二
年

(
十
四
才
〕
に
な
【
っ
た
ば
か
り
で
、
九

州
方
面
へ
の
修
一
学
怒
付
出
発
の
朝
で
あ

っ
た

o
E君
と
私
は
四
キ
ロ
ほ
か
h
u
の

山
路
を
登
っ
て
、
こ
の
峠
の
茶
屋
で
)

校
長
先
生
や
担
任
の
先
生
の
引
率
で
別

の
山
路
を
登
っ
て
く
る
ク
ラ
ヌ
の
一
行

争
待
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
o

仲
よ
し
の
E
君
と
私
は
、
古
ぼ
け
た

茶
屋
の
一
往
時
計
を
見
上
げ
て
、
嬉
し
さ

に
そ
わ
そ
わ
と
落
着
け
な
か
っ
た
。
一

そ
う
し
た
心
の
は
ず
み
が
あ
っ
た
故

か
、
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
酒
を
飲
ん

で
み
る
こ
と
に
な
り
J

、
E
君

が

め

さ
ん
一
杯
つ
い
で
や
」
と
ま
と
と
に
堂

に
入
っ
た
注
文
を
し
た
の
で
私
は
可
笑

し
か
っ
た
が
、
老
婆
は
無
表
情
の
ま
ま

一
合
の
酒
を
五
勺
コ
ッ
プ
二
つ
に
注
い

で
く
れ
た
。
屠
蘇
以
外
飲
ん
だ
こ
と
の

な
い
二
人
で
あ
っ
た
が
、
格
別
酔
っ
た

よ
う
に
な
か
っ
た
の
は
天
の
助
け
で
あ

っ
た
o
コ
ッ
プ
む
溢
れ
る
酒
は
ま
こ
と

に
復
雑
な
味
で
あ
っ
た
が
、

E
君
と
私

だ
け
の
秘
密
で
あ
り
、
冒
険
の
酒
で
あ

る
じ
、
二
人
は
慌
て
て
飲
ん
だ
。

や
が
て
登
っ
て
き
た
一
行
の
列
に
加

わ
D
、
く
だ
る
晩
春
の
峠
路
の
滴
る
緑

に
混
じ
る
赤
い
山
つ
つ
じ
と
、
町
を
ゆ

く
汽
車
の
汽
笛
が
印
象
人
残
っ
て
い
る
。
(
T
)
 



一一一 一一一一一守

四
位'松
井
英
樹

1

(

河
辺
小
)

@一
O
O
m

:

三

位

配

井

本

学

燥

、

(

河

辺

小

)

!

ー問
。
走
。
幅
ど
び

山
川
d

二
位

枕

一

谷

本

寿

幸

唾

(

河

辺

小

)

平

@

走
D
高
と
び

北

四

位

谷
本
寿
幸

(
河
辺
小
)

@
ツ
フ
ト
ポ
l
ル

投
げ一位

山
本
章
仁
(
北
平
小
)

三
位
井
本
学
〈
河
辺
小
)

@
四
O
G
mり
レ
l

，
一
一
一
位
井
本
学
・
谷
本
寿
幸

松
井
英
樹
・
大
野
真
弘

かヤ;"月三わ ..べf い 包 ね 伊 γ日山川'¥，::ヘに汁ザ川1ハVイ¥，::川"ペ"今:、「第 4位2号"'. (ω 幻

i詰;;詰持:』ぷι玩μ』量長』長長誌昆諒:;;J;;;;;;;;1(詰:
;立i立;:訂i訂民，"，'日:i詰;詰出i宮関!!号号:??!?:当5当鴇i転;よ告:信揺諜;;;?苦!ト!;!ド!ドiヰヰ噌;??時?1詰器;;鰐i註註註詰詰詰;;ii;;ι¥'" ;，.:、，;三."¥
作元i例十f:山〈22委 去暴量説H:J(ゑ討員守却32{rFp:芸討雲 三芸碍碍筆撞."円字、h込 :ユ川しμ; す
適HF九汽i-:な草案内定ト引を足早自主
なケら;し~ いが策 』ら肥イよる町豆、登庁水 J はい収み :.，~，~雲';: '(J')'~ 

:事;J2)全会毒事霊雪詰山畠収ぞ面雰ω)を早型宅!担)そEJγfLて γ 

ート唯一1;iJ問、;iiiiiiii;FIJ
拘甲皇帝叱喜;讃百きれ増 'D長官費高警察警右嘉嘉手霊矛長

-J7-::::持主主主品開亨 iプ三~1-τ 急車六百る種22寒村ZE25iさ者 二-しJ4-
11 、 r :̂l.22J細分館が3年連続優勝誠苦境|;2主軒以室時22h話ピZZ訪問 ?材、

浮:宍 1第13田村畏運動会川 平と学忠l- Aヰ宅古語票宅喜富士 ZE君事自重孝理署霊理費 心ι
需 主約 じr多量 i太宗票日菜義主色装がと今防な勢.!') 0 度施数を竺 九 豆;

ijiii話題iiiifiiZlifjijjF臨時岳民!?鴻;
:liii持222ziii号言語ド|語 iizi;;;i3311if iETZ1 -vv時

|守的最善!詩2な河平君子ド亨伊豆習は需主警数多芝雲袈:忠E炉売 ~へき地校のそん色なしと好評~
|l ; z諜!長:嬰i戸;詰誌iしむ詩輔奈3Jヰ4;;;i:烏E弘知護護説喜紅畦喜起畦き詩金!告悶;詰噌;;弘!長伝桧
| 空幻3雪符害R|セ弓jFii年警許露寸 4景芸芸暴詰量セ沌語雪院主f語説民言きお号轄害f官号互弓i喜 を沼き笥言全待号空ド門門主首雇長言語皆3雪裂?3諸費震樫塁喜都5雪
| 喜詑叫雪引d匂%「五つ| れれ机?!イiFliF;寄事茂本五完d剖5詰喜慌の 主計量伊憲民主hi職場i51252弓時?担52i!?! ?4E著書FE2222iJ尊重昔話iii;儲?を毒季語占吋 ot君;訟の取育{詰震セ
品泉今宗室じた容と喜吉ャ ..， ~ ."'..L. "v. ......It... . ......-. u. I 
ぞ雲堤存長ポ3曇往還'J安 ， ~都内小中学校陸上競技 j 罪聖書 i間
iiiiit;iiiii ご;べ河辺小学問成伽ざる i2112翠
本妻詰手おてふで吉 正号寄 j雪q脅さ諸君樫 ! 1 ~....Q をす頼:郡校一"'_ ' I '年年年 、年、年

窓会詩。吉村おガト な翻 ~. ~ 装喜E露宴3T内季 i曹事否
言空言 語言号三百 票意附 iZZ属高軽量!I著書露

泌側啄をお{ 宮室、重要空李 J

iiネL'l :'，W守町FFEg
，主主 }本γ高 士大白米ド

iijfT居!:で i撃翼翼1 t 

;;???? 

l' ，~，_ 

竹吉
本野

干
草
幸
男

1 、勾

民 自百和52年12月、1.日

みどJう}霞l善意も生1ぬるいピ

，~ 

'"白
一， ~;、.

も l 戸

一，、

同 h、

" 

. 

私
に
と
っ
て
「
お
か
あ
さ
ん
」
と
一
ざ
ん
な
し
で
は
一
人
立
ち
で
き
な
い
よ

言
、
っ
と
最
初
に
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
一
一
う
だ
J

の
は
何
で
し
ょ

5
か
。
私
た
ち
を
優
一
私
は
一
一
一
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
あ
る
。

し
く
見
う
め
て
ぐ
判
る
あ
の
マ
リ
ア
一
し
ゅ
も
母
乳
で
吹
く
す
く
と
育
ち
ま
し

様
の
よ
う
な
澄
ん
兜
ま
な
ざ
し
か
。
一
た
。
今
で
も
甘
え
ん
ぼ
で
す
が
、
い
ぢ

そ
れ
と
も
仕
事
を
す
る
た
び
に
ガ
一
ば
ん
最
後
ま
で
お
か
吾
C

ん
の
お
っ
ぱ

サ
ガ
吟
兵
器
用
れ
で
ゆ
く
大
き
な
手
か
o
一
い
に
す
が

D
つ
い
て
い
た
そ
5
で
す
。

い
や
、
あ
の
曜
か
い
す
い
こ
ま
れ
る

よ
う
な
胸
か
も
し
れ
な
い
。

私
は
お
か
あ
さ
ん
の
荒
れ
た
手
を

煩
に
あ
て
る
た
び
に
J

今
ま
で
の
十

五
年
閣
の
長
い
苦
労
に
感
謝
す
る
と

共
に
、
こ
れ
か
ら
は
少
じ
で
も
お
か

関
井

秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
風
吹
き
入
れ
て

水
屋
の
棚
を
拭
き
清
め
お
h
y

一

か
な
し
み
を
蟻
度
か
写
せ
し
手
鏡
の

ー
は
や
秋
と
思
1
5
濃
い
色
な
h
u

中

本

久
な
れ
ど
恵
み
の
雨
も
少
な
く
て
ヘ

も
み
じ
の
あ
し
た
に
霧
立
ち
の
ぼ
る

紅
葉
の
石
鎚
麓
御
来
迎
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滝

面
河
道
よ
h
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白
く
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な
し
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あ
の
悲
し
さ
は
、
つ
め
た
い
み

一
ぞ
れ

あ
の
優
し
さ
は
、
い
と
し
き
か
悶
・

す
み
草
。
一

J

J

"
問一

そ
し
て
お
か
あ
さ
ん
は
、
私
の
故
郷
畑
一

で
も
あ
D
ま
ず
0

1

醐一

故
郷
と
は
、
私
た
ち
に
ゆ
と
h
u
と
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